
第8章 四国地方の地下水 659 

3.三豊平野

(1) 地形・地質

三豊平野は，香川県西部の南北約9kll1，東西 8kmの海岸平野である。平野を流れる主な河

川である財田川や杵回}11は伏流すると ころが多く，上水道用，工業用および炭業用ともに古くか

ら地下水利用が盛んであった。

E士ヨ低位段丘Jjft有lJi'ii
E::::ヨ 中位段丘1jぽi厄

匡三ヨ三1!!t沼1洋

I ~; ; ::1高位段丘Jj[!:b'l周

~火山岩'jJ-[

区亙ヨ官i家花j羽~~:.疏

o 5 

図2-8-8 三盛平野の地形 ・地質

三豊平野は，高松および丸亀平野と巡って，平野の約 2/3が中位および低位の段丘地帯であり，

沖積平野は財田川および斗午田川の河口付近の観音寺を中心に発達しているにすぎない。そして，

海岸部には厚さ 5m内外の浜堤が発達している (図2-8-8)。

中位段丘は東南部の約 1/3を占め，低位段丘は中位段丘の前面にやはり平野の 1/3を占めて分

布している。栗原 (1972)によると，中位段丘は 2つに分かれ，上段のものは標高 40-601l1の平

坦商を形成し，厚さ 10-20m の段丘堆積物は， くさり礁とまではいかないが，かなり風化して

いる。 下段は標高 30-40mの平坦面を形成し，堆積物の上部 5-101l1が風化している。 このた

め，これらは下末吉期前期に形成されたとしている。低位段丘は標高 10-60m に平坦面を形成

し，沖積商との段丘虚は 2-5mであるが，一部で沖積面下に埋没している。 この堆積物の厚さ

は 5-15m で，砂、喋，組砂およびシノレトの互層である。沖積層を栗原 (1972)は内陸部で上部と

下部の砂磯層に二分し，海岸部では上部をさらに 2つに分け，下部を中部のシノレ ト，粘土磯混り
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図 2-8-9 三豊 平野の地質 断面図

の粘土層としている(図 2-8-9)。

例

粘土

粘土拠り砂

砂

諜

花拠i品

AL 神宮1m(Jに新世)

LS 低位段丘Jjt:fi'l)司 (叉新世)

1'13 中位段丘i仰'/jl)j(吏iirriJ!:l

HS ï~;j位段丘堆初回(更新世)

五五 三虫加すf(鮮新世~更新世)

⑪ ポー日ングj l!u~X とその番号

海岸部の上部の砂磯，砂層は厚さ 5~10 m で，層相が水平に変化し，砂の部分には海成の貝

殻片や腐植土が含まれている。花粉分析では，-2.90m まではほぼ現在と同じ気候を示 し，財

団川や枠田川 による土佐積物とみられている。中部のシノレ ト，粘土，磯混り粘土層は厚さ 5~15 m 

で，花粉分析ではやや温暖な現在の台湾北部から琉球列島に近い気候を示している。これら上，

中部の 2層は，内陸部では砂磯層に湖i移している。下部砂磯層は厚さ 5-15 m で，沖積層の基

底磯層 といわれている。 以上の沖積層の全層厚は 20m前後であり，この下には更新世から鮮新

世にかけての三豊層群がくる。 この磯，砂およびシノレトの互層は -80m付近まであり，その下

は基盤の花商岩となっている (図2-8-9)。

(2) 地 下水

三豊平野では低位段丘土佐積物と沖積層中に不圧地下水があり，古く から「出水」と呼ぶ集水池

で利用されていた。自然水位は 0.8-2.0m，透水係数は 1.7-3.4 X 10-1 cm/sであり 1カ所か

ら日量 1，000m3前後が揚水され，主に水田用水として利用されていた。と ころが過剰揚水が続

き，観音寺市内の不圧地下水には 500 ~1， 000 ppmの塩水が浸入し，利用できなく なった集水池

もみられる (図 2-8-8)。

三豊層群からは被圧地下水が揚水されているが，この透水係数は 1.4X 10-3 cm/sの値が得ら

れている。海中から試掘を行っても，三豊層群からは淡水が得られ，かつて海面を千陸した三豊

干拓地のかんがい水 も 地区内の深井戸 に依存していた。深井戸 1 本当りの揚水量は日量 300~

3，000 m3であった。

1975年の三豊平野における農業用の地下水利用は年間約 1，550万 n13であり，このうち，30% 
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表 2-8-5 取水施設別農業用地下水利用概要(三豊平野〉

孟仁
本 数 揚 7.K Jよ-也， かんがい面積

〈本〉 iく%) (x103m3j年〕 (%) (ha) lω 
浅井戸 900 82.0 6，649 42.8 1，460.3 47.3 

深井戸 43 3.9 3，625 23.4 784.8 25.4 

集水渠 33 3.0 451 2.9 158.3 5.1 

集水池 122 11.1 4，797 30，9 682.6 22.1 

合計| L098 1ー。正|収2 1100.0 1 3ふ，.1 1 100.0 

が集水池(出7.k)，43%は浅井戸で，残りは深井戸から揚水している(表2-8ーの。

三豊平野は地下水の過剰揚水により不圧地下水の塩水化が進み深刻な問題とな っていたが，丸

亀平野と同じよ うに，香川用水による吉野川の水を利用するようになり，水不足は解消された。

(和田温之〉
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4. 徳 島平野

(1) 地形・地質

徳島平野は四国の大河，吉野川の下流に発達した沖積平野で，三豊平野や松山平野などとなら

んで，四国でも有数な地下水利用地帯である。 この平野における地下水の揚水量は，農業用水だ

けで年間 1.4億 rn3にのぼり，地下水は平野の人々の生活にとってなくてはならない存在と なっ

ている。

この平野で地下水が利用されだしたのは，元禄 12年 (1699年〉圧屋楠藤吉佐衛門が私財を

投げ出し，まわりの反対をおし切って袋井用水(現在の徳島市にある〉が開削されてからのようで

ある (1)。明治も半ばをすぎる頃から 3 徳島平野で も稲作が盛んとなり，地下水利用が徐々に活発

になり，戦後の食糧増産の時代に，掘抜き井戸が平野の全域にわたって多数掘削され，徳島平野

の地下水利用の最盛期をむかえている。現在でも，山川町から石井町にかけての乎野中部で，直

径 1m くらいの浅井戸がよく固につき，そのころの名残りを残している。

1970年代になって，徳島平野の地下水事情は一変する。都市化や工業化の波が徳島市やその

周辺におしょせ， ピノレの冷房用水や工業用水として安fi固な地下水が多量に利用されるようになり，

そのうえ，吉野川上流に吉野川総合開発に基づく早明浦ダムをはじめとするダム群が建設され，

吉野川の水が四国の他の 3県に分水されるようにな った。これらの事実によって，徳島平野の地

下水の収支バランスが徐々にくずれてきており，事実，地元では地下水量の減少や地下水の塩水

化などの地下水障害が， とくに 1973年頃からとりざたされており，行政に抜本的な地下水陣寄

の対策を望む戸が高い。


